
　「平成２６年８月豪雨」により、被害に遭わ

れた市民の皆様に、福知山市議会を代表して、

謹んでお見舞い申し上げます。 

　昨年の台風１８号による被災の爪あとが癒え

ない中、まちは再度深い傷を負ってしまいま

した。 

　市議会といたしましても、被災された市民

の皆様に、一日も早く安らぎと笑顔が戻りま

すよう、早期の復旧・復興にできる限りの支

援を行ってまいります。 

 

福知山市議会議長　奥藤　晃 

　平成２６年８月豪雨により
運動場が冠水した昭和小学

校。

一度は開催をあきらめかけ
た運動会でしたが、ＰＴＡは

じめ

地域の方々の理解と支援を
受け、９月３０日、全校児童６３

７名

が参加し三段池公園多目的
グラウンドで行われました。
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9
　
月
　
定
　
例
　
会
　 
9
　
月
　
定
　
例
　
会
　 

　「平成２６年8月豪雨」関連議案を速やかに可決！ 
　  ①災害救助・災害復旧関連の補正予算
　　　　　　　　　　　　   （総額７０億４２７７万円）
　  ②災害対策に関する国への意見書（詳細はP１０）

　 平成２５年度決算議案（全19会計）を認定！ 

　「手話言語法制定を求める意見書の提出を 
　  求める請願」を採択し、国へ意見書を提出！ 
 （詳細はP9） 

９
月
１
日
か
ら

月

日
ま
で
の

日

　

９
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日

１０１０

１４１４

４４４４

間
に
わ
た
っ
て
９
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

間
に
わ
た
っ
て
９
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
平
成

度
一
般
会
計

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成　

度
一
般
会
計

２６２６

補
正
予
算
な
ど

議
案
が
市
長
か
ら
提
案

補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
市
長
か
ら
提
案

６２６２

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う

　

こ
の
う
ち
、「
平
成

年
８
月
豪
雨
」

ち
、「
平
成　

年
８
月
豪
雨
」関

２６２６

連
の
補
正
予
算
は
、
災
害
復
旧
な
ど
を
迅

連
の
補
正
予
算
は
、
災
害
復
旧
な
ど
を
迅

速
に
行
う
た
め
、
先
行
し
て
審
査
し
９
月

速
に
行
う
た
め
、
先
行
し
て
審
査
し
９
月

日
に
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

日
に
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

１１１１
ま
た
、
通
常
の
補
正
予
算
、
マ
イ
ナ
ン

　

ま
た
、
通
常
の
補
正
予
算
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
関
連
補
正
予
算
、
各
種
の
条
例
改
正
、

バ
ー
関
連
補
正
予
算
、
各
種
の
条
例
改
正
、

教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
議
案
は
、
９
月

教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
議
案
は
、
９
月

日
に
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

　

日
に
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

２４２４た
。
た
。さ

ら
に
、
平
成

年
度
決
算
の
認
定
議

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
決
算
の
認
定
議

２５２５

案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

案
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
、

を
設
置
し
て
、
９
月

日
、
日
、
月
６

９
月　

日
、　

日
、　

月
６

２５２５

２９２９

１０１０

日
に
専
門
的
・
集
中
的
に
審
査
し
、
月

日
に
専
門
的
・
集
中
的
に
審
査
し
、　

月　
１０１０

１４１４

日
に
全
議
案
認
定
し
ま
し
た
。

日
に
全
議
案
認
定
し
ま
し
た
。（
内
容
は
８

（
内
容
は
８

〜

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

〜　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

１１１１な
お
、
本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
災

　

な
お
、
本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
災

害
復
旧
、
被
災
者
支
援
を
最
優
先
に
進
め

害
復
旧
、
被
災
者
支
援
を
最
優
先
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
会
派
ご
と
の

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
会
派
ご
と
の

質
問
に
限
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

質
問
に
限
定
し
て
行
い
ま
し
た
。（
内
容

（
内
容

は
３
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

は
３
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

9月定例会で決まった主な案件
「平成２６年８月豪雨」災害関連の補正予算 ７０億４２７７万円
　◇被災者への災害救助 １２億９８２３万円
　◇農地・農業施設の災害復旧 ３億４０８８万円
　◇中小事業者への支援 ５３６８万円
　◇公共施設・公用施設などの災害復旧 ８億５９４７万円
　◇農業集落排水施設、水道施設、下水道施設の災害復旧 ４４億９０４９万円
災害関連を除く補正予算 ４億２２３８万円
　◇通常の補正 １億４７３５万円
　　　幼稚園の施設改修、地域体育館の安全対策、水痘予防接種の実施など
　◇繰出金の補正 １１５２万円
　　　介護保険事業特別会計などへの繰出金
　◇マイナンバー（社会保障・税番号制度）関連の補正 ３５３１万円
　　　社会保障・税番号制度に対応するための税、福祉、年金などのシステム改修
　◇その他 ２億２８１９万円
　　　土師新町公園、堀高田公園の雨水貯留施設築造工事の増額など
条例の新規制定・一部改正・廃止
　◇家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例など５条例の新規制定
　◇市税条例、市バス運行事業に関する条例など１０条例の一部改正
　◇保育の実施に関する条例の廃止
その他
　◇工事請負契約の締結・変更、物品の取得、損害賠償の額など
　◇平成２５年度一般会計・特別会計・企業会計決算の認定など
人　事
　◇教育委員の任命（１名）、人権擁護委員の候補者の推薦（４名）

（万円未満切捨）
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各
会
派
か
ら
5
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

9
月
定
例
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

各
会
派
か
ら
5
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 ●質問議員● 

※
こ
の
一
般
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 ※所属会派は10月末現在 ※所属会派は10月末現在 

大
災
害
と
な
っ
た

原
因
の
分
析
は

問　

「
ポ
ン
プ
さ
え
故
障
し
て

い
な
け
れ
ば
こ
ん
な
大
災
害
に

な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
市
民

の
声
が
多
い
。
国
交
省
も
市
も

被
災
原
因
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
し
た
検
証
が
必
要
だ
が
。

答　

時
間
雨
量　

㎜
と
い
う
観

９０

測
史
上
最
大
の
雨
量
が
原
因
だ
。

国
・
府
・
市
３
者
の
治
水
対
策
協

議
会
で
分
析
を
行
う
。

　

内
水
対
策
を
強
め
て

問　

時
間
雨
量　

㎜
ま
で
は
対

５５

応
で
き
る
が
、
そ
れ
を
越
え
る

降
雨
が
あ
っ
た
。
水
が
つ
か
な

い
、
雷
に
負
け
な
い
、
排
水
能

力
を
高
め
る
３
条
件
の
ポ
ン
プ

の
能
力
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

大
江
地
域
で
は　

年
間
に
３
度

１０

水
が
つ
い
た
。
真
剣
に
対
策
を

講
じ
る
べ
き
だ
。

答　

土
師
、
大
江
地
域
な
ど
す

べ
て
の
内
水
対
策
を
治
水
対
策

協
議
会
で
検
証
し
、
ポ
ン
プ
の

能
力
ア
ッ
プ
な
ど
も
判
断
し
た

い
。
大
江
の
堤
防
が
完
成
し
た

右
岸
に
つ
い
て
排
水
ポ
ン
プ
車

の
要
請
も
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
（
土
木
建
設
部
長
）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は

問　

配
送
車
が
水
没
し
た
が
駐

車
場
の
嵩
上
げ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

治
水
対
策
協
議
会
で
検
討

す
る
。　
　
　
　
（
教
育
部
長
）

　

避
難
情
報
は
住
民
に

　

行
き
届
い
た
か

問　

「
雷
と
雨
で
放
送
が
ま
る

で
聞
こ
え
な
か
っ
た
」
な
ど
情

報
が
住
民
に
届
い
て
い
な
い
。

可
聴
域
の
市
民
に
防
災
ラ
ジ
オ

配
備
な
ど
伝
達
方
法
の
検
討
を
。

ま
た
、
要
配
慮
者
支
援
名
簿
は

生
か
さ
れ
た
の
か
。　

答　

府
の
防
災
防
犯
メ
ー
ル
活

用
が
有
効
だ
が
、
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
の
普
及
に
も
取
り
組
む
。

名
簿
は
地
域
で
安
否
確
認
な
ど

に
活
用
さ
れ
た
。

　

避
難
所
体
制
は

問　

避
難
所
は
災
害
時
、
即
、

開
設
す
る
た
め
に
地
元
と
協
力

体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
。
急
い

で
避
難
さ
れ
た
方
に
防
災
倉
庫

の
飲
食
物
の
配
布
な
ど
共
通
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
行
う
べ
き
だ
。

答　

自
治
会
の
協
力
体
制
を
検

討
す
る
。
避
難
所
体
制
は
改
善

し
た
い
。　
（
危
機
管
理
室
長
）

　

被
災
企
業
に

　

支
援
強
化
を

問　

現
在
の
再
建
支
援
策
で
は

復
旧
は
困
難
だ
。
東
日
本
大
震

災
で
の
グ
ル
ー
プ
補
助
制
度
適

用
を
国
に
要
望
す
る
べ
き
だ
。

答　

補
助
制
度
は
検
討
す
る
。

　

治
山
事
業
対
策
は

問　

人
家
２
戸
以
上
が
事
業
採

択
の
要
件
だ
。
１
戸
で
も
事
業

が
で
き
る
よ
う
対
策
を
。

答　

激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
。

１
戸
の
場
合
、
市
の
単
独
事
業

で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
農
林
商
工
部
長
）

日本共産党市会議員団

大槻富美子  議員

水没対策が求められる和久市ポンプ場
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排
水
ポ
ン
プ
は
な
ぜ

稼
働
し
な
か
っ
た

問　

平
成　

年
８
月
豪
雨
で
国

２６

交
省
管
理
の
弘
法
川
樋
門
は
８

月　

日
午
後
７
時　

分
に
閉
ま

１６

１４

っ
た
が
、
排
水
ポ
ン
プ
が
稼
働

し
た
の
は
約
５
時
間
後
の　

日
１７

午
前
０
時
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

状
況
を
確
認
し
た
い
。

答　

ポ
ン
プ
の
運
転
水
位
は
必

ず
し
も
樋
門
の
操
作
水
位
と
は

一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
適
切
な
対
応

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

樋
門
は
閉
鎖
の
ま
ま

問　

由
良
川
の
水
位
は　

日
の

１７

正
午
を
過
ぎ
て
急
速
に
下
が
っ

た
。
し
か
し
こ
の
樋
門
の
開
放

に
今
度
は　

時
間
以
上
か
か
っ

２１

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
て
い
た
の
か
。

答　

国
交
省
か
ら
は
操
作
基
準

の
水
位
１
・
３
ｍ
を
下
回
っ
た

後
、
開
放
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ポ
ン
プ
の
機
能
に

つ
い
て
も
、
国
・
府
・
市
に
よ

る
総
合
的
な
治
水
対
策
協
議
会

の
中
で
、
対
策
と
説
明
を
含
め
、

お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　
（
土
木
建
設
部
長
）

　

成
美
大
学
の
公
立
化

　

は
福
知
山
市
の
財
政

　

悪
化
を
招
く
こ
と
に

問　

市
が
昨
年
、
自
ら
作
成
し

た
中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
５

年
後
の
平
成　

年
度
か
ら
財
政

３１

収
支
が
赤
字
と
な
る
と
見
通
さ

れ
て
い
る
。
大
学
の
公
立
化
に

よ
る
財
政
負
担
が
与
え
る
影
響

を
ど
う
分
析
す
る
の
か
。

答　

仮
に
、
公
立
大
学
の
経
費

に
見
合
う
歳
入
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
、
財
政
収
支
は
悪
化
し

て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

（
財
務
部
長
）

　

水
面
下
の
予
算
作
成

　

は
出
来
レ
ー
ス
で
は

問　

６
月
議
会
に
お
い
て
、
す

べ
て
白
紙
の
状
態
で
あ
り
、
経

営
改
善
報
告
書
を
見
て
検
証
の

後
、
市
が
方
向
性
を
見
い
だ
し

て
い
き
た
い
と
繰
り
返
し
答
弁

が
あ
っ
た
。
８
月　

日
付
け
で

２２

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
３

日
後
に
は
有
識
者
会
議
の
予
算

が
示
さ
れ
た
。
話
が
違
う
が
。

答　

予
算
に
つ
い
て
は
、
字
の

ご
と
く
、
あ
ら
か
じ
め
算
ず
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
美
学

園
様
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
８
月

ま
で
に
は
出
す
と
い
う
よ
う
な

報
告
を
賜
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
方
が
速
や
か
な
対
応

に
な
る
と
判
断
し
た
。

問　

度
重
な
る
水
害
に
よ
る
巨

額
な
財
政
負
担
が
予
測
さ
れ
、

市
自
体
が
存
続
と
消
滅
の
岐
路

に
あ
る
。
市
民
生
活
の
安
全
と

安
心
の
確
保
こ
そ
が
行
政
の
優

先
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
の
か
。

答　

大
学
経
営
に
関
し
て
は
、

市
の
考
え
方
を
有
識
者
会
議
に

委
ね
て
、
我
々
の
方
針
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
長
公
室
長
）

　

豪
雨
災
害
に
対
す
る

　

防
災
・
減
災
対
策
の

　

一
層
の
強
化
を

問　

防
災
対
策
を
市
政
の
最
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
。

答　

従
来
の
由
良
川
築
堤
だ
け

で
な
く
都
市
排
水
機
能
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。
治
水
対
策
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

総
合
的
な
治
水
対
策
が
取
り
組

ま
れ
る
訳
で
、
本
市
と
し
て
も

市
独
自
の
意
見
を
府
、
国
に
し

っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

何
よ
り
も
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
、
防
災
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
市
長
）

問　

治
山
ダ
ム
、
砂
防
ダ
ム
を

総
点
検
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
回
の
災
害
を
受
け
て
、

府
は
ダ
ム
の
被
害
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
異
常
な
堆
積
が
見
ら
れ
る

治
山
ダ
ム
は
新
た
に
設
置
を
、

ま
た
、
砂
防
ダ
ム
は
必
要
な
箇

所
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
要
望
し
た

い
。　
　
　
（
農
林
商
工
部
長
）

問　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
危
険
箇
所
の
周
知
は
。

答　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
の
際
、
府
と
合
同
で
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
。
指
定
が
完
了

し
た
と
こ
ろ
で
も
再
度
、
周
知

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

災
害
へ
の
主
体
的
な
自
助

意
識
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み

を
一
層
、
求
め
た
い
が
。

答　

本
市
と
し
て
、
市
民
の
意

識
を
日
常
的
に
高
め
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　

気
象
災
害
の
複
合
化
、
激

甚
化
で
、
気
象
情
報
の
高
度
化

が
進
ん
で
い
る
。
十
分
な
専
門

性
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

答　

国
、
府
、
気
象
台
と
連
携

を
保
ち
、
適
切
な
運
用
を
図
る

と
共
に
、
職
員
の
専
門
性
も
高

め
た
い
。　
（
危
機
管
理
室
長
）

　

北
近
畿
唯
一
の

　

四
年
制
大
学
の

　

存
在
意
義
は

問　

９
月
１
日
に
提
出
さ
れ
た

成
美
大
学
の
公
立
化
を
求
め
る

３
万
４
２
８
５
人
の
署
名
に
対

す
る
市
長
の
思
い
は
。

答　

北
近
畿
唯
一
の
四
年
制
大

学
の
存
続
を
求
め
る
多
く
の
市

民
の
思
い
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。
存
続
の
是
非
に
つ
い

て
は
、
有
識
者
会
議
、
議
会
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て

討
議
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
過

程
で
、
ど
の
程
度
の
財
務
負
担

が
生
じ
る
の
か
、
こ
の
地
域
に

大
学
が
ど
の
様
な
役
割
を
果
た

し
て
、
市
民
に
ど
の
様
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
な
ど
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
大
学
の
あ

り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
。　
（
市
長
）

維新福知山

　橋　正樹  議員

公明党市会議員団

吉見　茂久  議員

ため池に堆積した流木と土砂

弘法川救急排水ポンプ設備
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平
成　

年
８
月
豪
雨

２６

　

を
問
う

問　

大
雨
と
雷
に
よ
り
屋
外
防

災
拡
声
器
な
ど
の
音
声
災
害
情

報
の
多
く
が
聞
き
取
り
に
く
い
。

情
報
周
知
の
徹
底
対
策
と
し
て

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
全
戸
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

答　

円
滑
な
伝
達
手
段
と
し
て

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
整
備
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
（
危
機
管
理
室
長
）

問　

市
民
病
院
の
周
辺
道
路
が

冠
水
し
て
救
急
車
に
よ
る
患
者

搬
送
が
で
き
な
か
っ
た
。
救
急

拠
点
病
院
と
し
て
水
害
時
に
も

対
応
し
た
道
路
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

水
害
時
に
お
け
る
病
院
や
、

避
難
所
へ
の
緊
急
避
難
道
路
の

確
保
は
、
道
路
の
か
さ
上
げ
や

避
難
所
の
設
置
場
所
の
見
直
し

な
ど
国
、府
、市
、共
に
連
携
し

て
展
開
し
て
い
く
。　
（
市
長
）

問　

市
内
の
商
工
業
者
は
２
年

続
き
の
水
害
に
重
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
事
業
再
開
に
向

け
て
、
市
の
支
援
対
策
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

答　

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、

連
続
で
被
災
し
た
中
小
企
業
者

に
対
し
て
、
事
業
再
開
緊
急
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
さ

ら
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
府
・

各
金
融
機
関
が
行
う
災
害
復
旧

支
援
制
度
に
対
す
る
利
子
補
給

を
融
資
特
別
支
援
事
業
で
行
う
。

加
え
て
、
災
害
に
起
因
す
る
経

営
不
振
の
復
興
策
と
し
て
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
指
定
を
上

申
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
農
林
商
工
部
長
）

問　

豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
や

崩
壊
が
発
生
し
た
危
険
な
急
傾

斜
地
地
区
へ
の
対
策
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

答　

京
都
府
と
市
に
よ
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
で
説
明
会
を
行

い
、
順
次
箇
所
指
定
と
対
策
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
土
木
建
設
部
長
）

　

成
美
大
学
の
公
立
化

　

を
問
う

問　

成
美
大
学
か
ら
現
状
報
告

書
と
経
営
改
善
計
画
の
提
出
を

受
け
、
福
知
山
市
の
対
応
と
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
３
万
４
２
８
５
人
の
市

民
か
ら
大
学
の
公
立
化
を
求
め

る
署
名
が
市
に
提
出
さ
れ
た
。

ど
う
受
け
止
め
て
い
く
の
か
。

答　

有
識
者
会
議
を
設
置
し
、

客
観
的
に
改
革
の
妥
当
性
や
継

続
性
、
公
立
化
も
含
め
て
あ
ら

ゆ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
多
く

の
皆
さ
ん
が
、
北
近
畿
唯
一
の

大
学
に
、
関
心
を
持
ち
大
き
な

期
待
を
込
め
て
提
出
さ
れ
た
署

名
で
あ
る
と
認
識
し
、
重
く
受

け
と
め
て
い
る
。　
　
（
市
長
）

　

治
水
対
策
の

　

抜
本
的
見
直
し
は

問　
旧
市
内
の
内
水
を
排
除
す

る
た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
施
設
の

増
設
並
び
に
、
機
能
ア
ッ
プ
と
、

流
出
抑
制
施
設
で
あ
る
貯
留
施

設
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
整
備

な
ど
、
由
良
川
中
下
流
の
総
合

的
な
治
水
対
策
を
考
え
る
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
本
市
の
見
解
は
。

答　
旧
市
内
の
内
水
対
策
だ
が
、

荒
河
排
水
機
場
、
弘
法
川
、
法

川
、
市
が
管
理
す
る
和
久
市
の

合
流
式
雨
水
ポ
ン
プ
や
小
水
路

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
対
応

す
る
だ
け
で
は
今
回
の
内
水
被

害
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
土
師
地
区
や
、
大
江
地
区

な
ど
の
す
べ
て
の
由
良
川
流
域
・

下
流
域
ま
で
含
め
て
、
全
体
的

な
考
え
方
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
、

弘
法
川
に
つ
い
て
は
、
上
流
の

土
砂
が
流
出
し
た
大
き
な
原
因

も
あ
り
、
総
合
的
な
治
水
対
策

が
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
、

府
、
国
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
上
下
水
道
部
長
）

　

本
市
の
人
口
減
少
に

　

ど
の
よ
う
に
対
応
す

　

る
の
か

問　
将
来
想
定
さ
れ
る
人
口
減

に
よ
る
税
収
減
と
そ
の
対
策
は
。

答　
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
市
税
を
は
じ
め
、
歳
入

の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。
特
に

本
市
の
場
合
は
、　

歳
か
ら　

１５

６４

歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が
平

成　

年
度
の
国
勢
調
査
時
点
と

２２
比
較
す
る
と
、　

年
後
に
は
、

３０

３
分
の
２
に
減
少
す
る
と
の
推

計
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
市
税

へ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　

財
政
運
営
は
、
自
主
財
源
の

確
保
が
基
本
で
あ
り
、
生
産
年

齢
人
口
な
ど
の
減
少
に
つ
い
て

は
自
主
財
源
の
減
少
に
直
結
す

る
た
め
、
誠
に
憂
慮
す
べ
き
傾

向
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
方
で
は
、
人
口
減
少
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
減
少

で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

歳
出
予
算
も
減
少
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
す
で

に
利
用
に
供
し
て
い
る
道
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
る
補
修

費
や
更
新
費
、
ま
た
、
過
去
に

発
行
し
た
市
債
の
償
還
に
つ
い

て
は
、
人
口
の
減
少
と
は
関
係

な
く
、
今
後
も
予
算
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
現
在
実
施
し

て
い
る
第
５
次
行
政
改
革
を
確

実
に
実
施
し
、
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
年
度
か
ら
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
進
め

て
い
る
。
将
来
の
人
口
減
少
を

視
野
に
入
れ
、
一
人
あ
た
り
の

負
担
を
極
力
抑
制
す
る
た
め
、

市
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
施
設

を
身
の
丈
に
合
っ
た
形
に
し
た

い
。
今
後
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を
策

定
し
て
行
動
に
移
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 （
財
務
部
長
）

福政会

高宮　辰郎  議員

希望の会

田渕　裕二  議員

８８月１７日午前月１７日午前７７時４５分の時４５分の昭和小学校前の道路昭和小学校前の道路

浸水したゆらのガーデン
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4
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討

事
業
に
つ
い
て

問　
成
美
大
学
よ
り
提
出
さ
れ

た
経
営
改
善
に
関
す
る
報
告
書

を
受
け
て
、
市
の
対
応
は
。

答　
市
で
は
大
学
経
営
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
が
無
く
、
独

自
で
判
断
で
き
な
い
た
め
、
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
有
識
者

会
議
を
設
置
し
、
客
観
的
・
総

合
的
・
専
門
的
に
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
１
０
０
人
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
で
市
民
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
市
の
方
向
性
を
定
め
て
い

き
た
い
。

問　
有
識
者
会
議
の
開
催
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
構
成
は
。

答　
有
識
者
会
議
は
、
大
学
関

係
者
、
教
育
関
係
者
、
商
工
関

係
者
、
市
民
有
識
者
な
ど
、
広

域
的
な
視
点
を
お
持
ち
の
方
々

で
構
成
し
、
年
内
に
５
回
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。
検
討
内

容
は
随
時
公
表
し
な
が
ら
進
め

た
い
。　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

決
議
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
４
年
制
大
学
あ
り
方
検
討
事

業
」
の
予
算
執
行
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
客
観
的
・

総
合
的
に
判
断
し
、
最
善
の
あ

る
べ
き
姿
を
導
き
出
す
こ
と
、

有
識
者
会
議
の
透
明
性
を
確
保

す
る
こ
と
、
委
託
業
務
の
内
容

を
公
表
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

る
決
議
を
、
議
会
と
し
て
提
出

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
全

委
員
の
賛
同
を
得
た
。

京
都
府
税
務
共
同
化
事
業
に

つ
い
て

問　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）に
要
す
る
財

源
内
訳
は
。

答　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

の
市
の
補
正
総
額
は
３
５
３
１

万
３
０
０
０
円
で
、
国
庫
よ
り

３
分
の
２
、
特
別
交
付
税
よ
り

３
分
の
１
の
割
合
で
補
填
さ
れ

る
。　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

消
防
団
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線

問　
消
防
団
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無

線
機
の
取
得
理
由
と
そ
の
特
徴

は
。

答　
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成　

年
５
月
末
ま
で
に
、
デ

２８

ジ
タ
ル
化
整
備
を
行
う
。
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
混
信
な
ど
の

通
信
障
害
が
減
少
し
、
通
信
内

容
の
秘
匿
性
と
音
質
も
高
ま
る
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

り
機
能
性
も
向
上
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
４
号
）

●
補
正
予
算
の
審
査

災
害
見
舞
金
事
業

　

全
壊　

万
円
、
半
壊
６
万
円
、

１０

床
上
浸
水
１
万
円
が
支
給
さ
れ

る
。

災
害
ご
み
対
策
処
理
事
業

問　
災
害
の
ゴ
ミ
の
総
量
は
。

答　
９
月
９
日
現
在
で
４
７
６

１
ｔ
。
昨
年　

号
台
風
時
は
３

１８

９
０
０
ｔ
だ
っ
た
。　

堀
会
館
災
害
復
旧
事
業

問　
災
害
保
険
に
加
入
し
て
い

た
か
。
備
品
購
入
は
使
用
頻
度

な
ど
精
査
す
る
べ
き
だ
。　

答　
保
険
は
加
入
し
て
い
る
。

備
品
は
実
態
に
合
う
よ
う
検
討

す
る
。　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
（
障
害
者

福
祉
、
介
護
保
険
、
児
童
福

祉
な
ど
8
事
業
の
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
う
）

問　
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
だ
が
、
秘
密
保
持
が
問
題

だ
。
シ
ス
テ
ム
導
入
を
本
人
が

拒
否
で
き
る
の
か
。

答　
委
託
業
者
と
覚
書
を
交
わ

し
秘
密
漏
え
い
は
防
ぐ
。
整
備

は
本
人
拒
否
は
で
き
な
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

問　
免
疫
の
持
続
期
間
は
。
自

己
負
担
４
０
０
０
円
の
積
算
根

拠
は
。

答　
免
疫
は
５
年
程
度
だ
。
医

師
会
と
協
議
し
て
決
め
た
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
条
例
の
審
査

大
き
く
変
わ
る
保
育
制
度

問　
家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保

育
、
事
業
所
内
保
育
な
ど
市
内

の
現
況
は
。

答　
認
可
外
な
の
で
正
確
で
は

な
い
が
、
家
庭
的
１
カ
所
、
小

規
模
保
育
７
カ
所
、
事
業
所
３

カ
所
だ
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
に
関
す
る

条
例

問　
保
育
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

上
乗
せ
徴
収
は
あ
る
の
か
。

答　
保
育
料
（
利
用
者
負
担
）

は
所
得
税
額
か
ら
市
民
税
額
で

決
定
さ
れ
る
よ
う
変
更
さ
れ
る
。

保
育
料
が
現
行
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
よ
う
努
力
す
る
。
上
乗

せ
徴
収
に
よ
る
格
差
に
対
し
歯

止
め
を
か
け
る
。　

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

主主
なな
議議
案案
審審
査査

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
３
号
）

主主
なな
議議
案案
審審
査査

999999999999999999999999999999999999999999999
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

物
品
の
取
得

8
月
豪
雨
災
害
関
連
、

災
害
見
舞
金
事
業
な
ど
決
ま
る

市民厚生

4
年
制
大
学
の
あ
り
方
検
討
事
業
な
ど
の

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

総　務

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
４
号
）

北近畿唯一の４年制大学「成美大学」

家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例

あふれる災害ゴミ（環境パーク）
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た
め
池
応
急
仮
復
旧
な
ど

に
つ
い
て

問　
た
め
池
応
急
仮
復
旧
は
。

答　
被
害
を
受
け
た　

池
の
中

２２

で
二
次
災
害
の
危
険
性
の
あ
る

　

池
の
工
事
を
行
う
。

１０問　
林
地
崩
壊
防
止
事
業
の
対

象
地
区
は
。

答　
激
甚
災
害
に
よ
り
、
人
家

２
戸
以
上
に
直
接
被
害
を
受
け
、

１
カ
所
あ
た
り
の
事
業
費
が
２

０
０
万
円
を
超
え
る
森
垣
地
区

と
岩
井
地
区
を
予
定
し
て
い
る
。

被
災
し
た
ポ
ン
プ
施
設

復
旧
時
期
と
排
出
量
は

問　
今
回
被
災
し
た
施
設
の
復

旧
工
事
の
完
成
時
期
は
。

答　
努
め
て
早
く
復
旧
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
管
路
は
道

路
の
復
旧
と
同
時
に
進
め
て
い

く
。
和
久
市
ポ
ン
プ
施
設
は　
１１

月
に
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、

１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
に
発
注
し
、

来
年　

月
以
降
の
完
成
の
見
通

１０

し
で
あ
る
。
上
水
道
配
水
管
は

査
定
が　

月
下
旬
で
、
そ
の
後
、

１０

年
内
に
発
注
し
年
度
内
に
復
旧

完
成
さ
せ
た
い
。

問　
ポ
ン
プ
の
排
出
量
は
。

答　

和
久
市
ポ
ン
プ
場
は
、
４

台
で
毎
秒
８
・
４
ｔ
に
な
る
。

合
流
式
下
水
道
区
域
の
雨
水
を

排
出
す
る
施
設
で
あ
り
、
時
間

　

㎜
の
雨
量
に
対
応
し
て
い
る
。

４０合
流
式
下
水
道
区
域
に
設
置
し

た
４
カ
所
の
貯
留
施
設
を
合
わ

せ
る
と
、
時
間
最
大　

㎜
の
雨

５５

量
に
対
応
す
る
。

問　
今
後
の
対
応
は
。

答　
国
・
府
・
市
と
連
携
し
て

総
合
的
な
治
水
対
策
協
議
会
を

設
け
て
い
る
。
浸
水
原
因
や
水

位
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
年
内

に
一
定
の
方
向
を
出
し
た
い
。

中
丹
地
域
有
害
鳥
獣

処
理
施
設
に
つ
い
て

問　
施
設
の
状
況
は
。

答　
農
地
を
形
状
変
更
し
て
嵩

上
げ
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
施

設
付
近
の
河
川
か
ら
の
影
響
は

な
い
。
ま
た
、
地
元
の
要
望
も

あ
り
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て

今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

雨
水
貯
留
施
設

築
造
工
事
に
つ
い
て

問　
工
法
な
ど
の
変
更
理
由
と

完
成
時
期
は
。

答　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
だ
け
で

は
大
き
な
玉
石
が
多
く
現
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
予
測
が
で
き

ず
、
オ
ー
ガ
ー
（
ド
リ
ル
型
穴

掘
機
）
で
取
り
除
い
た
り
破
砕

し
た
り
す
る
工
法
に
変
更
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
完
成
時
期

は
年
度
内
の
予
定
で
あ
る
。

　
（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
３
号
）

ほ
か
３
議
案

８
月
豪
雨
災
害
復
旧
で
舗
装

修
繕

カ
所
、
土
砂
撤
去

２０

６０

カ
所
、
道
路
本
復
旧

カ
所
、

１０

河
川
浚
渫

河
川
、
岩
間
小

１２

野
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
、

道
路
・
河
川
の
災
害
測
量
費

の
計
上
な
ど

問　
道
路
・
河
川
、
市
営
住
宅
、

駅
南
口
広
場
駐
車
場
の
復
旧
･

改
修
時
期
は
。

答　
道
路
・
河
川
は
、　

月
半

１１

ば
に
国
の
災
害
査
定
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
事
業
着

手
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
営
住
宅
の
復
旧
に
は
約
６

カ
月
間
、
駅
南
口
広
場
駐
車
場

は
来
年
２
月
末
ご
ろ
の
改
修
完

了
を
見
込
ん
で
い
る
。

昭
和
・
遷
喬
・
佐
賀
小
学
校
、

成
和
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

復
旧
、
日
新
中
学
校
法
面
復

旧
工
事
、
給
食
配
送
車

台
１０

の
水
没
故
障
修
理
費
用
な
ど

問　
今
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の

土
砂
流
入
対
策
と
入
替
土
の
品

質
の
確
保
は
。

答　
十
分
な
対
策
と
品
質
の
確

保
、
搬
入
工
事
の
安
全
確
保
に

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

問　
給
食
再
開
の
め
ど
は
。

答　
一
日
で
も
早
く
再
開
し
た

い
が
、
配
送
車
の
部
品
の
調
達

の
問
題
が
あ
り
、
明
確
な
再
開

日
時
は
確
定
で
き
な
い
。

三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
の

吊
り
天
井
の
耐
震
化
を
行
う

た
め
の
調
査
設
計
を
実
施

問　
工
事
範
囲
、
期
間
、
工
事

期
間
内
の
使
用
の
可
否
は
。

答　
メ
イ
ン
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

と
も
に
改
修
を
予
定
し
て
お
り
、

工
事
期
間
は
約
１
年
。
工
事
期

間
中
は
使
用
で
き
な
い
が
、
調

査
期
間
中
は
使
用
可
能
で
あ
る
。

存
続
す
る
昭
和
・
成
仁
・
福

知
山
幼
稚
園
に
園
児
用
洋
式

便
器
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ

レ
を
設
置

問　
小
学
校
で
の
洋
式
ト
イ
レ

の
改
修
状
況
と
将
来
計
画
は
。

答　
耐
震
改
修
や
空
調
設
備
工

事
に
あ
わ
せ
順
次
改
修
を
進
め

て
い
る
が
、
数
は
少
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
順
次
改
修
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
３
号
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
４
号
）

ほ
か
７
議
案

主主
なな
議議
案案
審審
査査

主主
なな
議議
案案
審審
査査

平
成　

年
度
の
補
正
予
算

２６

ほ
か
8
議
案
を
可
決

経　済

8
月
豪
雨
災
害
の
被
災
者
住
宅
補
修
支
援
と

災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決

文教建設

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
４
号
）

ほ
か
４
議
案

浸水した和久市ポンプ場浸水した和久市ポンプ場

口榎原地内河川災害

三段池公園総合体育館
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総
務
委
員
会
関
係

問　
市
長
公
室
所
管
の「
市
民

参
加
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

で
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

向
け
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
市
民
協
働
推
進
会
議
か
ら

の
提
言
を
受
け
、
今
年
度
内
に

市
と
し
て
の
素
案
を
作
成
し
て

い
き
た
い
。

問　
地
域
振
興
部
所
管
の
「
き

め
細
か
な
安
心
安
全
事
業
」
で

あ
る
が
、
多
く
の
地
域
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
現
在
の
上
限

額　

万
円
を
増
額
す
る
必
要
は

５０
な
い
か
。

答　
基
本
的
に
は
現
在
の
上
限

額
で
充
足
で
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

問　
総
務
部
所
管
の
「
福
知
山

市
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
で
、
「
ｅ
‐
ふ
く
ち

や
ま
」
の
利
用
世
帯
の
推
移
、

今
後
の
機
器
更
新
な
ど
に
か
か

る
歳
出
見
通
し
と
事
業
の
方
向

性
は
。

答　
昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
件
数
は
１
６
１
件
減

少
と
な
り
、
平
成　

年
度
末
で

２５

６
９
１
件
の
利
用
と
な
っ
て
い

る
。
機
器
更
新
に
か
か
る
歳
出

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か

２７

ら　

年
度
ま
で
概
算
で
約　

億

３０

１３

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
の

事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
現

在
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の

あ
り
方
懇
談
会
」
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、　

月
に
は
市

１２

の
方
針
案
を
作
成
し
た
い
。

問　
財
務
部
所
管
で
「
市
税
に

関
連
し
個
人
市
民
税
の
収
入
額

が
減
少
し
た
要
因
」
は
何
か
。

答　
現
年
課
税
分
は
台
風　

号
１８

災
害
に
よ
り
約
１
１
９
０
万
円

の
災
害
減
免
を
実
施
し
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
滞
納
繰
越
分

は
滞
納
整
理
業
務
が
平
成　

年
２２

度
か
ら
京
都
府
地
方
税
機
構
に

移
管
さ
れ
、
年
数
の
経
過
と
と

も
に
滞
納
額
そ
の
も
の
が
圧
縮

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
収
入
額
の

減
少
で
あ
る
。

問　
「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
」
に
つ
い
て
、
７
０
０
以
上

あ
る
対
象
施
設
の
調
査
状
況
と

　福知山市議会では、平成26年9月11日、全議員で構成する決算審査特別委員会（野
田勝康委員長、吉見純男副委員長）を設置しました。9月25日・29日に所管別質疑を、
10月6日に総括質疑・討論・採決を行い、3日間にわたり平成25年度決算に係る19の
議案について慎重に審査しました。 

　本市では、例年9月定例会に市長から前年度の「決算認定議案」が提出されます。
議会は特別委員会を設置し、決算認定議案を慎重に審査します。審査内容は市のお金
が無駄なく使われたか、事業がしっかりと成果をあげたのかなどを質疑し、討論・採
決を行います。 

決算審査特別委員会とは？ 

歳　　　　　入　434億2851万円 
歳　　　　　出　418億2854万円 
基金残高（預金）　100億4848万円 
市債残高（借金）　508億7547万円 
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基
本
計
画
の
策
定
時
期
は
い
つ

頃
の
予
定
か
。

答　
今
年
６
月
に
策
定
し
た
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
現
在
、
各

地
域
の
主
要
施
設
の
利
活
用
調

査
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
中

に
基
本
計
画
案
を
作
成
し
た
い
。

問　
消
防
本
部
所
管
の
「
消
防

車
両
更
新
事
業
」
で
、
消
防
団

車
両
の
耐
用
年
数
は
ど
の
程
度

か
。

答　
お
お
む
ね　

年
を
経
過
し

２０

た
車
両
に
つ
い
て
、
状
態
を
見

な
が
ら
順
次
計
画
的
に
更
新
し

て
い
る
。

問　
総
務
関
係
全
般
に
わ
た
る

「
長
期
継
続
契
約
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
物
品
の
借
入
れ
・
役
務
の

提
供
で
、
継
続
性
の
高
い
業
務

に
限
り
複
数
年
で
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来

た
す
こ
と
な
く
業
務
が
実
施
で

き
る
こ
と
」、
ま
た
、「
事
務
の

効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
」
、
さ

ら
に
は
「
契
約
金
額
の
抑
制
が

期
待
で
き
る
こ
と
」
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
厚
生
委
員
会
関
係

問　
福
祉
保
健
部
所
管
の
「
災

害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
市

内
の
要
配
慮
者
総
数
、
災
害
時

要
配
慮
者
の
登
録
が
あ
る
自
治

会
数
は
幾
つ
あ
る
か
。

答　
現
在
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
を
検
討
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
要
配
慮
者
の

具
体
的
な
人
数
は
算
定
し
て
い

な
い
。
一
方
、
災
害
時
要
配
慮

者
の
登
録
が
あ
る
自
治
会
は
、

市
内
３
２
７
自
治
会
の
う
ち
２

２
７
自
治
会
で
全
体
の　

・
４

６９

％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
「
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調

査
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
、
調

査
内
容
と
そ
の
成
果
は
。

答　
平
成　

年
度
か
ら
始
ま
る

２７

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に

係
る
調
査
で
あ
り
、
内
閣
府
が

示
し
た
調
査
内
容
に
よ
り
全
国

の
基
礎
自
治
体
が
実
施
し
て
い

る
。
本
市
で
は
平
成　

年
１
月

２６

に
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為

抽
出
に
よ
り
、
就
学
前
の
児
童

１
４
０
０
人
の
保
護
者
と
小
学

生
の
保
護
者
１
０
０
０
人
を
対

象
に
行
い
、
計
１
３
０
０
人
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。
調
査
の
目

的
は
、
教
育
お
よ
び
保
育
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
量
の
決
定
や
、
本

市
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
資
料
と
し
て
も
活
用
し
た

い
。

 

問　
市
民
人
権
環
境
部
所
管
の

「
福
祉
有
償
運
送
実
施
団
体
活

動
事
業
補
助
金
」
と
「
交
通
空

白
地
域
移
送
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業
費
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
交

付
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ど
の

よ
う
な
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る

か
。

答　
平
成　

年
度
後
半
に
ヒ
ア

２５

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
結
果
で

は
、「
運
転
者
の
確
保
」「
車
両

の
更
新
費
用
の
確
保
」
が
困
難

で
あ
る
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、

市
と
し
て
も
広
報
な
ど
に
よ
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
」、「
男
女
共
同
参
画
協
働
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
、
男
女
共

同
参
画
審
議
会
で
の
議
論
の
成

果
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ

平
成　

年
度
の
男
女
共
同
参
画

２５

社
会
に
関
す
る
事
業
の
当
初
目

標
は
お
お
む
ね
達
成
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

問　
『
議
第　

号
平
成　

年
度

５１

２５

福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
』
に

関
し
、「
特
定
健
診
」
の
受
診
率

　

・
７
％
に
係
る
目
標
を
ど
の

２８よ
う
に
み
て
い
る
か
。

答　
目
標
は　

・
９
％
に
設
定

２６

し
て
い
る
。

問　
『
議
第　

号
平
成　

年
度

６１

２５

福
知
山
市
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
』
に
か
か

る
「
安
心
生
活
見
守
り
事
業
」

の
設
置
台
数
、
撤
去
台
数
、
１

日
の
相
談
件
数
、
相
談
内
容
の

詳
細
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答　
設
置
台
数
は
９
６
２
台
、

撤
去
台
数
は　

台
で
あ
る
。
一

５７

方
、
相
談
件
数
は
緊
急
の
通
報

が
１
０
２
件
、
相
談
が
１
０
２

件
で
計
２
０
４
件
と
な
っ
て
お

り
、
１
日
平
均
０
・　

件
で
、

５６

相
談
内
容
は
緊
急
通
報
、
健
康

相
談
、
制
度
の
相
談
な
ど
で
あ

っ
た
。

問　
『
議
第　

号
平
成　

年
度

６４

２５

福
知
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
』

に
つ
い
て
、「
保
健
事
業
」
の
受

診
率　

・　

％
に
係
る
目
標
は
。

１６

８６

答　
目
標
数
値
は
立
て
て
い
な

い
が
、
京
都
府
の
平
均
に
近
づ

け
る
た
め
、
毎
年
１
％
ず
つ
の

増
加
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

２０年をめどに更新される消防団車両２０年をめどに更新される消防団車両

更新費用が課題である福祉移送車両更新費用が課題である福祉移送車両
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問　
『
議
第　

号
平
成　

年
度

６８

２５

福
知
山
市
病
院
事
業
会
計
決

算
』
に
つ
い
て
、
診
療
収
入
の

伸
び
が
患
者
数
の
伸
び
を
上
回

っ
て
い
る
理
由
は
な
ぜ
か
。

答　
手
術
や
分
娩
件
数
が
増
加

し
た
こ
と
、
ま
た
、
が
ん
化
学

療
法
な
ど
の
患
者
が
増
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
入
院
、
外
来

と
も
診
療
単
価
が
大
き
く
増
え

た
た
め
で
あ
る
。

　

経
済
委
員
会
関
係

問　
農
林
商
工
部
所
管
の
農
林

業
費
関
係
で
、「
六
次
産
業
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
、
支
援
さ
れ

た
組
織
の
第
一
次
産
業
と
な
る

原
材
料
は
何
か
、
ま
た
製
品
と

そ
の
販
売
状
況
や
今
後
の
方
向

性
は
。

答　
原
材
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア

ユ
、
蕎
麦
、
大
豆
な
ど
で
あ
り
、

そ
の
製
品
と
し
て
は
甘
露
煮
や

味
噌
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
新
た

に
関
東
方
面
に
向
け
た
蕎
麦
の

カ
タ
ロ
グ
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
課
題
は
農
産
物
に
付
加

価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
六
次

産
業
が
、
今
後
に
お
い
て
も
必

要
で
あ
り
、
継
続
し
た
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
福
知
山
城
憩
い
の
広
場

（
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン
）
管
理
事

業
」
に
つ
い
て
、
台
風　

号
被

１８

災
後
の
復
活
イ
ベ
ン
ト
の
成
果

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の

取
り
組
み
状
況
、
入
込
客
の
分

析
、
防
災
対
策
な
ど
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答　
昨
年
の　

月　

日
か
ら
３

１１

１５

日
間
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
セ
ー

ル
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
催

さ
れ
、
多
く
の
来
客
が
あ
り
順

調
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
会
員

の
積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

問　
上
下
水
道
部
所
管
の
「
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
」
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
区
域
内
人
口
普
及
率
が　
６５

・
９
％
で
、
平
成　

年
度
の
普

２４

及
率
は　

・
８
％
で
あ
る
の
で

６５

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
普
及
推
進

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

参
考
に
事
業
の
周
知
を
積
極
的

に
行
い
た
い
。

問　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

上
水
道
事
業
と
の
統
合
一
本
化

の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
平
成　

年
４
月
１
日
に
牧

２５

川
筋
簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統

合
し
、
物
理
的
な
統
合
は
完
了

し
た
。
今
後
は
老
朽
管
の
更
新

を
継
続
す
る
と
と
も
に
経
営
統

合
に
向
け
た
準
備
事
業
を
進
め

て
い
く
。

問　
企
業
会
計
下
水
道
事
業
で

あ
る
が
、
平
成　

年
度
の
成
果

２５

を
も
と
に
、
特
に
災
害
時
に
関

す
る
次
年
度
以
降
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

答　
ス
ト
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
り
事
後
保
全
か
ら
予
防

保
全
が
で
き
る
よ
う
、
優
先
度

も
考
慮
し
な
が
ら
災
害
に
強
い

施
設
に
し
た
い
。

問　
下
水
道
事
業
の
各
使
用
料

な
ど
の
不
納
欠
損
に
関
す
る
全

体
的
な
考
え
方
と
徴
収
方
法
に

関
す
る
取
り
組
み
は
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
、
法
的
根
拠
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
が
、
徴

収
率
を
上
げ
る
た
め
に
全
力
を

あ
げ
て
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講

じ
て
い
る
。

　

文
教
建
設
委
員
会
関
係

問　
土
木
建
設
部
所
管
で
「
市

営
住
宅
使
用
料
の
不
納
欠
損
」

に
つ
い
て
、
不
納
欠
損
の
基
準

と
平
成　

年
度
以
前
の
未
収
金

１５

の
状
況
は
。

答　
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
き
、

債
権
放
棄
し
た
も
の
を
不
納
欠

損
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
平

成　

年
度
以
前
の
未
収
金
は
、

１５
滞
納
者
数　

人
で
１
４
９
カ
月

１０

分
の
２
１
６
万
７
６
６
８
円
で

あ
る
。
現
在
、
分
割
納
付
な
ど

で
少
し
ず
つ
納
付
さ
れ
て
お
り
、

債
権
放
棄
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
石
原
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
で
、
未
売
却
地
の
販

売
促
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。

答　
平
成　

年
度
に
単
価
改
定

２４

を
行
い
、
平
成　

年
度
は　

筆

２５

１６

を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成　

年
度
末
の
未
売
却　

筆

２５

９８

は
、
今
後
も
資
産
活
用
課
と
連

携
し
て
販
売
促
進
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問　
教
育
委
員
会
所
管
の
「
小

学
校
・
中
学
校
図
書
整
備
事
業
」

に
関
し
て
、
図
書
充
足
率
は
い

く
ら
か
。

答　
文
部
科
学
省
が
定
め
る
基

準
冊
数
に
対
す
る
充
足
率
は
、

小
学
校
で
は
遷
喬
小
学
校
が

　

・　

％
で
最
も
低
く
、
夜
久

５５

１２

野
小
学
校
が
１
１
８
・　

％
で

１５

最
も
高
い
。
ま
た
中
学
校
で
は
、

日
新
中
学
校
が　

・　

％
で
最

６２

２１

も
低
く
、夜
久
野
中
学
校
が　

・
８４

　

％
で
最
も
高
い
。
全
体
で
は
、

７４小
学
校
は　

・　

％
、
中
学
校

７６

６０

は　

・　

％
で
あ
る
が
、
５
年

７１

６８

程
度
で
小
学
校
は　

％
、
中
学

８０

校
は　

％
を
目
標
に
お
い
て
い

９５

る
。

 

充足率の目標値が示された学校図書館充足率の目標値が示された学校図書館

ゆらのガーデンの復活に向けて活動する「ガーデニングサークル」ゆらのガーデンの復活に向けて活動する「ガーデニングサークル」
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問　
歳
入
関
係
に
つ
い
て
、
市

債
発
行
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　
市
債
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
な
ど
の

充
当
率
、
交
付
税
算
入
率
と
も

に
有
利
な
メ
ニ
ュ
ー
を
最
大
限

活
用
す
る
が
、
後
年
度
の
市
民

負
担
を
考
慮
し
、
発
行
総
額
に

つ
い
て
は
毎
年
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
中
期
財
政
見
通
し
の

中
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
に
も
配
慮
し
な
が
ら
抑
制
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
合
併
特
例
期
間
の
満
了
に

伴
い
地
方
交
付
税
が
減
少
す
る

こ
と
へ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　
第
５
次
行
政
改
革
の
成
果

を
「
合
併
算
定
替
逓
減
対
策
基

金
」
に
積
み
立
て
て
い
る
。
普

通
交
付
税
の
縮
減
期
を
迎
え
、

財
源
が
不
足
す
る
場
合
は
、
こ

の
基
金
を
活
用
し
て
段
階
的
な

歳
出
構
造
の
削
減
に
努
め
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
２
年
連
続
で
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
財
政
調
整
基
金
も

２
年
連
続
で
取
り
崩
し
て
い
る

現
状
を
鑑
み
、
今
後
の
財
政
運

営
や
基
金
に
つ
い
て
の
対
応
策

は
。

答　
財
政
調
整
基
金
は
平
成　
２５

年
度
に
６
億
円
を
取
り
崩
し
、

本
年
度
は　

億
円
を
取
り
崩
す

１０

こ
と
と
し
て
お
り
、
基
金
の
年

度
末
残
高
が
合
併
後
最
も
少
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
災
害
以
外
の
要
因

で
こ
れ
以
上
残
高
を
取
り
崩
す

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
特
に

歳
出
に
あ
た
っ
て
は
真
に
必
要

な
事
業
は
何
か
を
十
分
検
証
し
、

大
胆
な
歳
出
構
造
の
見
直
し
と
、

一
般
財
源
収
入
に
見
合
う
金
額

の
範
囲
内
で
、
事
業
費
の
積
み

上
げ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
歳
出
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
決
算
に
お
け
る
繰
越
額
や
不

用
額
の
発
生
理
由
は
何
か
。

答　
繰
越
額
は
、
一
般
的
に
は

国
の
経
済
対
策
な
ど
に
伴
う
繰

越
事
業
に
よ
る
も
の
だ
が
、
今

期
は
台
風　

号
災
害
関
連
に
よ

１８

る
も
の
が
大
き
い
。
不
用
額
は
、

制
度
変
更
に
よ
る
も
の
、
工
事

な
ど
の
入
札
に
よ
る
執
行
残
額

で
あ
り
、
予
定
し
て
い
た
事
業

を
実
施
で
き
ず
に
不
用
額
と
な

っ
た
も
の
で
は
な
い
。

問　
周
辺
部
の
活
性
化
に
関
連

し
て
地
域
協
議
会
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
三
和
地
域
で
は
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
地
域
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
市
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
側
面
支
援
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
夜
久
野
地

域
、
大
江
地
域
に
お
い
て
も
同

様
の
検
討
を
進
め
ら
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

問　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重

要
性
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
。

答　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

時
代
の
要
請
に
応
じ
た
施
設
へ

の
機
能
転
換
も
踏
ま
え
、
市
民

に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
施
設

の
量
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
子
や
孫
の
世
代

に
大
き
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
財
政
的
な

見
通
し
や
人
口
予
測
を
踏
ま
え
、

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組

む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
児
童
の
育
成
や
支
援
へ
の

課
題
は
何
か
。

答　
安
全
安
心
な
児
童
育
成
環

境
の
整
備
を
今
後
も
計
画
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

子
育
て
に
か
か
る
保
護
者
の
経

済
的
負
担
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
国
・
府
の
統
一
し
た
制
度
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
さ
ら

に
、
福
知
山
モ
デ
ル
こ
ど
も
園

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に

向
け
て
さ
ら
に
具
体
的
に
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

の
課
題
や
問
題
点
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
農
業
者
の
高
齢
化
や
農
業

後
継
者
の
不
足
な
ど
の
地
域
農

業
の
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
地

域
農
業
を
い
か
に
守
る
か
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
集
落
営
農

組
織
の
育
成
・
支
援
、
６
次
産

業
の
推
進
を
継
続
実
施
し
て
い

る
。

問　
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整

備
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
見

解
を
伺
い
た
い
。

答　
本
事
業
を
現
行
の
ま
ま
継

続
す
る
こ
と
は
、
中
長
期
的
な

観
点
か
ら
も
財
政
的
に
大
変
憂

慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り
、
早
急

に
事
業
全
体
の
検
証
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
今
後
の
事
業

運
営
の
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見

出
し
て
い
く
た
め
、
市
民
、
利

用
者
、
学
識
経
験
者
、
有
識
者

な
ど
で
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」

事
業
の
あ
り
方
懇
談
会
を
組
織

し
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
本
年

　

月
を
め
ど
に
事
業
の
見
直
し

１２方
針
（
案
）
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

総　

括　

質　

疑

合併算定替による特例加算額（H23-32） 
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○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権　　※奥藤晃議員（福知山未来の会）は、議長職のため表決に加わっていません。

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）
無
会
派

希望の会維新
福知山福政会福知山

未来の会
公明党
市会議員団

日本共産党
市会議員団議

決
結
果

会派別議員名
（議決結果）

議　　　案

稲
垣
司
郎

藤
田　

守

谷
垣
和
夫

桐
村
一
彦

田
渕
裕
二

塩
見
日
出
勝

�

橋
正
樹

高
宮
辰
郎

稲
葉
民
俊

谷
口　

守

木
戸
正
�

和
田　

久

野
田
勝
康

芦
田
眞
弘

田
中
法
男

森
下
賢
司

吉
見
茂
久

大
谷
洋
介

足
立
伸
一

吉
見
純
男

中
島
英
俊

大
槻
富
美
子

足
立　
　

進

塩
見
卯
太
郎

○○○○○××○○○○○○○○○○○○×××××可決
平成２６年度一般会計補正予算（第４
号）議第１２号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
平成２６年度国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）議第１３号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
平成２６年度介護保険事業特別会計
補正予算（第１号）議第１４号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
平成２６年度後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第１号）議第１５号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決市税条例の一部改正議第１７号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決総合福祉会館条例の一部改正議第２３号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
夜久野町ふれあいの里福祉セン
ター等条例の一部改正議第２４号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
大江町老人福祉センター条例の一
部改正議第２６号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決物品の取得議第３５号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可決
公の施設に係る指定管理者の指定
期間の変更議第４０号

○○○○○○○○○○○欠席○○○○○○○×××××
可
決

平成２５年度一般会計歳入歳出決
算の認定議第５０号

○○○○○○○○○○○欠席○○○○○○○×××××
可
決

平成２５年度国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算の認定議第５１号

×○○○○○○○○○○欠席○○○○ ○○○×××××可決
平成２５年度地域情報通信ネットワー
ク事業特別会計歳入歳出決算の認定議第６５号

○○○○○○○○○○○○○×××○○○○○○○○可決
福知山市における４年制大学のあ
り方検討事業についての決議市会発議第 3 号

■全員賛成で可決となった議案
平成２６年度下水道事業会計補正予算（第２号）議第１６号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定議第１８号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定議第１９号
子ども・子育て支援法の規定に基づく過料に関する条例の制定議第２０号
市バス運行事業に関する条例の一部改正議第２１号
福祉事務所設置条例の一部改正議第２２号
保育所条例の一部改正議第２５号
保育の実施に関する条例の廃止議第２７号
中丹地域有害鳥獣処理施設条例の制定議第２８号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定議第２９号
市営特定公共賃貸住宅条例の一部改正議第３０号
学校設置条例の一部改正議第３１号
少年補導センター条例の一部改正議第３２号
工事請負契約の締結議第３３号
工事請負契約の変更議第３４号
物品の取得議第３６号
物品の取得議第３７号
訴えの提起（裁判上の和解を含む）議第３８号
訴えの提起（裁判上の和解を含む）議第３９号
公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更議第４１号
公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更議第４２号
公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更議第４３号
損害賠償の額議第４４号
平成２６年度一般会計補正予算（第３号）議第４５号
平成２６年度農業集落排水施設事業特別会計補正予算（第１号）議第４６号
平成２６年度水道事業会計補正予算（第１号）議第４７号
平成２６年度下水道事業会計補正予算（第１号）議第４８号

9 月定例市議会の議決結果について

財政調整基金の繰入れについて議第４９号
平成２５年度国民健康保険診療所費特別会計歳入歳出決算の認定議第５２号
平成２５年度と畜場費特別会計歳入歳出決算の認定議第５３号
平成２５年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定議第５４号
平成２５年度宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定議第５５号
平成２５年度休日急患診療所費特別会計歳入歳出決算の認定議第５６号
平成２５年度公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定議第５７号
平成２５年度農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出決算の認定議第５８号
平成２５年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定議第５９号
平成２５年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定議第６０号
平成２５年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定議第６１号
平成２５年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定議第６２号
平成２５年度下夜久野地区財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定議第６３号
平成２５年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定議第６４号
平成２５年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定議第６６号
平成２５年度下水道事業会計決算の認定議第６７号
平成２５年度病院事業会計決算の認定議第６８号
教育委員の任命議第６９号
人権擁護委員の候補者の推薦議第７０号
人権擁護委員の候補者の推薦議第７１号
人権擁護委員の候補者の推薦議第７２号
人権擁護委員の候補者の推薦議第７３号
福知山市議会会議規則の一部改正市会発議第４号
「平成２６年８月豪雨」による災害対策に関する意見書市会発意第２号
「手話言語法」制定を求める意見書市会発意第３号
手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願請願第３号
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　賛　成　　田渕裕二 
　大学は地域の公共財産で、若者人口の流入と定住促進、地域活性化な
どへの重要な役割を担い、地域が求める人材育成の北近畿唯一の高等
教育機関である。学校法人成美学園から「成美大学・短期大学部経営改
善に関する経営改善計画」が市に提出されたことを受け「４年制大学のあ
り方検討事業」で有識者会議を設置し、公立化を含めた、あらゆる大学の
あり方について、検討を行うことは、有意義で必要性の高い事業である。 

（他に賛成討論した議員　吉見茂久）

　反　対　　吉見純男 
　一般会計補正予算の４年制大学あり方検討事業は、学校法人成美学
園からの「改善報告書」の提出のない段階での予算編成となっており、「学
校法人の総括が大前提でそれを見て検討する」とした６月議会での市長
答弁とも合致しないことから賛成できない。市税条例の一部を改正する条
例の制定は、軽自動車税の見直しで、１．２５～１．５倍の増税になる。本市で
は軽自動車が生活の交通手段となっており、影響は大きく反対。 

　　　　　（他に反対討論した議員　　橋正樹） 

討　　論 
議第12号～44号 

　賛　成　　田中法男 
　台風18号災害の復旧のため財政調整基金を６億円取り崩したものの１００
億円を超える基金を確保したこと、前年度赤字の実質単年度収支を黒字
に転換したこと、財政健全化指標も前年度よりさらに好転していること、起
債発行も抑制に努めたことなど、厳しい財政環境であっても知恵を絞り健
全な財政運営を図られた。一方、市民交流プラザふくちやま建設事業をは
じめとした大型事業やふくふく医療の充実などにも積極的に取り組んだ。 

（他に賛成討論した議員　田渕裕二）

　反　対　　中島英俊 
　３議案に反対する。一般会計は、子どもの医療費の中学卒業まで支援の
拡充や学校の耐震化など前進もあるが、市職員の退職金削減や保育料の
値上げ、生活保護費の減額、法が失効して11年も経過したのに続けてい
る同和行政、運動団体補助金支出は問題であり反対。国保会計では国保
料値上げによる負担増に反対。情報通信ネットワーク事業はテレビ再送信
も減、ブロードバンドは大きく減で見直しが強く求められ反対。 

　賛　成　　塩見卯太郎 
　福知山市議会史上初めての手話による請願の趣旨説明が行われ、福知
山聴覚障害者協会の上田会長から、「ろう者にとって、大切な情報獲得とコ
ミュニケーションの手段である手話を言語とする法制定」を求められた。本市 

 
で災害時の情報伝達や、手話で通じあえるまちにするため、手話通訳者を増
やしてほしいことなど、誰もが安心して住み続けられるまちにするために手話
言語法制定を国に意見書提出を求める請願採択に賛成する。 

議第50号～68号 

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願 

　平成２６年８月１６日から１７日にかけて本市を襲った「平成
２６年８月豪雨」は、２４時間雨量が３００ミリを超える観測史上
最大の雨量となり、市内の由良川の支流河川流域において
内水被害やがけ崩れが発生し、とりわけ人口・商工業施設が
密集する中心部において過去例のない壊滅的な浸水被害を
もたらした。 
　昨年９月の台風１８号災害の爪跡も残るなか、今回の内水
の溢水・はん濫により、住宅の床上浸水１１８３棟、床下浸水
１３２４棟（平成２６年９月２日現在）をはじめ、民家の裏山などの
土砂崩れ、河川、道路、農作物や農業用施設、林地、事業所、
福祉施設、上下水道施設なども多大な被害を受け、住民生活
はもとより、農林業や商工業など地域経済への打撃は極めて
深刻な状況にある。  
　昨年、国において多額の災害対策等緊急事業推進費を確
保いただき、緊急的な治水対策が実施されている矢先に、今
回は市街地の広範囲に甚大な被害が広がり、市内全域の住
民から、今後の生活に対する不安の声や、将来にわたる安心・
安全な暮らしの実現を切望する声が多く寄せられている。 
　ついては、国におかれては、被災者に対する強力な支援、
災害箇所や被災施設の早期復旧等、住民が安心して暮らせ
る災害に強いまちづくりの実現に向け、下記の事項について、
必要な措置が講じられるよう強く要望する。 

記
１　道路・河川、農地・農業用施設、林地・林道、社会福祉・

上下水道・文教などの公共施設の災害復旧の支援 
２　抜本的な内水排除対策の実施 

・由良川支流河川である弘法川及び法川の排水ポンプ
の能力増強 
・排水ポンプ車の増設及び由良川の河道掘削 
・局地的な雨水対策として河川の滞留施設の設置 
・三度、浸水被害を受けた大江地域の由良川左岸、右
岸の整備 

３　由良川水系河川整備計画に基づく築堤、輪中堤等の一
日も早い完成 

４　被災者の生活再建のための強力な支援 
・被災者生活再建支援制度、地域再建被災者等住宅
支援制度の迅速かつ柔軟な運用 
・農業施設、商工業施設の再建や資金繰り等の農林
商工事業者への強力な支援 
・災害廃棄物処理のための支援 

５　公共土木施設災害復旧事業や中小企業に関する特別
の助成なども含めた被災の全般に亘る早期の激甚災害
指定とともに、本市が速やかに災害復旧事業等を実施で
きるよう、特別交付税も含む十全の財政支援 

６　山林及び斜面でのがけ崩れが多発していることから、国
と都道府県が一体となった治山事業、砂防事業など強
力な安全対策の推進 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
　平成２６年９月１０日 
　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣 
　　厚生労働大臣　農林水産大臣　経済産業大臣　　
　　国土交通大臣　内閣官房長官 
　　内閣府特命担当大臣（防災）　様 

「平成26年8月豪雨」による災害対策に関する意見書 

市長・議長による緊急要望 
　平成26年８月豪雨に伴い、10月７日・８日に近畿地

方整備局・本省・国会議員へ要望活動を行いました。 
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とは：市民の皆さんの意見や要望を議会に提出いただくことです。１名以上の議員の紹介が必要です。 

とは：市の公益にかかる事柄を、議員が発案し本会議にはかり、議長名で関係機関に提出することです。 

とは：議員が発案し本会議にはかり、議会の意思を対外的に表明する行為です。 

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願 
請　願　者／福知山聴覚障害者協会　会長　上田　吉信　氏（福知山市字正明寺1668-23） 

紹 介 議 員／田渕裕二議員、足立伸一議員、野田勝康議員、吉見純男議員、足立進議員、芦田眞弘議員、 

　　　　　　�橋正樹議員、塩見日出勝議員 

■目　　的：手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身に

つけ、手話を学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することので

きる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定するよう、国に対して意見書の提

出をお願いする。 

■議決結果：採択 

「手話言語法」制定を求める意見書 
　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文法体系をもつ言語である。

手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切

に守られてきた。 

　しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。 

　平成１８年１２月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であることが明記されている。 

　障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、平成２３年８月に成立した「改正障害者基本法」

では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確

保される」と定められた。 

　また、同法第２２条では国・地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、手話が音声言語と対等な言語

であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語

として普及、研究することのできる環境整備に向けた法整備を国として実現することが必要であると考える。 

　よって、国におかれては、下記事項が講じられるよう強く要望する。 

記 

　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、自由

に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制

定すること。 

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

　　平成２６年９月２４日 

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　文部科学大臣　厚生労働大臣　　様 
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　平成１２年４月に福知山市と学校法人成美学苑（現：学

校法人成美学園、以下「学園」という。）が公私協力方

式で開学した京都創成大学（現：成美大学、以下「大学」

という。）は、開学当初から十分な学生確保ができないこ

となどの理由から厳しい運営を強いられ、社会に貢献す

る有能な人材の育成、地域の教育文化の振興・発展と活

性化といった本来の目的が十分に達成できているとは言

いがたい。 

　こうした現状を踏まえ、平成２６年第３回福知山市議会

定例会で可決した平成２６年度福知山市一般会計補正

予算「４年制大学のあり方検討事業（予算額３５０万円）」

の執行においては、民意を重視し、以下の点に十分に意

を用いるよう強く求める。 

 

１　まずは、「大学」の今日までの運営や財務状況及び

学園から提出された「成美大学・短期大学部経営

改善に関する報告書」を分析・検証し、福知山市に

おける今後の４年制大学の意義や役割を明確にす

ること。 

２　４年制大学のあり方については、あらゆる選択肢を

客観的・総合的に判断し、最善のあるべき姿を導き

出すこと。 

３　新たに設置される「４年制大学のあり方に関する有

識者会議（以下「会議」という。）は、透明性を高め

るため原則公開とし、資料及び会議録を速やかに

全て市民に公表すること。 

４　４年制大学のあり方検討事業にかかる業務委託の

内容は、全て公表すること。 

５　「会議」及び福知山市の検討経過は、逐一、市議会

に報告するとともに、４年制大学のあり方を決定する

過程においては、市民や市議会の意見を聴取する

機会を持つこと。 

　　以上、決議する。　 

　平成２６年９月２４日 

福知山市における4年制大学のあり方検討事業についての決議 

委
員
長
・
・
野
田　

勝
康

副
委
員
長
・
・　

橋　

正
樹

委　
　

員
・
・
稲
垣　

司
郎

　
　
　
　
　
　

芦
田　

眞
弘

　
　
　
　
　
　

足
立　

伸
一

　
　
　
　
　
　

桐
村　

一
彦

　
　
　
　
　
　

塩
見
卯
太
郎

　

平
成　

年
４
月
に
、
福
知
山

１２

市
と
学
校
法
人
成
美
学
苑
（
現

学
校
法
人
成
美
学
園
）
が
公
私

協
力
方
式
で
開
学
し
た
、
京
都

創
成
大
学（
現  
成
美
大
学
）の

教
務
・
財
務
・
運
営
状
況
を
確

認
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、
本

市
に
お
け
る
、
今
後
の
４
年
制

大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
調
査
・

研
究
す
る
た
め
、
「
福
知
山
市

に
お
け
る
４
年
制
大
学
の
あ
り

方
調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
第
１
回
委
員
会

２４

を
開
催
し
、
正
副
委
員
長
を
決

定
。
以
降
、
週
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
委
員
会
を
開
催
し
、
京
都

創
成
大
学
開
学
ま
で
の
経
過
、

今
日
ま
で
の
大
学
改
革
へ
の
取

り
組
み
、
大
学
の
財
務
分
析
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証

を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
関
係

者
と
の
協
議
・
意
見
交
換
、
現

地
視
察
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
が
設
置
し
た
有

識
者
会
議
の
検
討
内
容
の
報
告

を
受
け
る
中
で
、さ
ら
に
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
１
回

　

９
月　

日
（
水
）

２４

　

正
副
委
員
長
を
選
任

第
２
回

　

９
月　

日
（
火
）

３０

　

委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

　

認

第
３
回

　
　

月
７
日
（
火
）

１０

　

大
学
開
学
ま
で
の
経
過
、
今

　

日
ま
で
の
内
部
改
革
に
つ
い

　

て
検
証

第
４
回

　
　

月　

日
（
水
）

１０

１５

　

大
学
の
財
務
状
況
を
検
証

第
５
回

　
　

月　

日
（
月
）

１０

２０

　

大
学
の
財
務
状
況
を
検
証

第
６
回

　
　

月　

日
（
火
）

１０

２８

　

大
学
の
現
地
視
察
、
意
見
交

　

換
な
ど

「
福
知
山
市
に
お
け
る
4
年
制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研
究
委
員
会
」を
設
置

大学の現地視察
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活
動
日　

７
月
２
日

　

合
併
前
の
平
成　

年
５
月
よ

１６

り
検
討
が
開
始
さ
れ
、
合
併
後

の
平
成　

年
８
月
よ
り
運
用
が

１９

開
始
さ
れ
た
、
地
域
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
「
ｅ
‐
ふ

く
ち
や
ま
」
の
現
状
と
課
題
、

今
後
の
事
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
情
報
推
進
課
よ
り
説
明
を

受
け
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

平
成　

年
度
で
お
お
む
ね

２３

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
事
業
の

整
備
は
完
了
し
、
現
在
は
保
守

運
営
を
中
心
に
事
業
の
安
定
化

に
努
め
て
い
る
。
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

計
画
段
階
か
ら　

年
が
経
過

１０

し
、
情
報
技
術
革
新
に
伴
う
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
環
境
が
激
変

す
る
中
、
民
間
参
入
に
よ
る
競

争
の
激
化
、
加
入
者
の
減
少
に

加
え
、
機
器
の
更
新
に
よ
る
巨

額
の
資
金
投
入
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
運
営
を
徹
底
的
に
検
証

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
財
政

負
担
と
市
民
の
利
便
性
の
両
面

で
、
早
急
に
見
直
し
も
含
め
た

事
業
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

平
成　

年
７
月
か
ら
は
「
ｅ

２６

‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
の
あ
り
方

懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
、
検
討

を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

三
和
荘
の
指
定
管
理
者
で
あ

る「
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
丹
波
・
み
わ
」
か
ら
平

成　

年
度
事
業
報
告
及
び
財
務

２５
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　
　

　

客
室
の
稼
働
率
が　

％
を
超

５０

え
た
の
は
５
月
と
８
月
で
利
用

者
の
低
迷
は
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
の
高

い
パ
ッ
ク
商
品
な
ど
の
、
広
域

的
な
宣
伝
と
販
売
に
取
り
組
み
、

新
た
に
５
０
０
人
程
度
の
利
用

者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

ま
だ
ま
だ
、
総
体
的
な
利
用
者

の
増
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
光
熱
水
費
、
維
持
管
理
経
費

も
増
加
し
、
非
常
に
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
利
用
者

拡
大
に
向
け
た
新
企
画
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
関

連
施
設
も
含
め
た
、
新
た
な
視

点
で
の
経
営
改
善
が
求
め
ら
れ

る
。

活
動
日　

９
月　

日
１６

　

福
知
山
聴
覚
障
害
者
協
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
請
願
の
審
査
を

行
っ
た
。　

人
の
方
々
が
委
員

１５

会
に
趣
旨
説
明
と
傍
聴
に
こ
ら

れ
た
。
議
会
の
歴
史
上
初
め
て

趣
旨
説
明
が
手
話
で
行
わ
れ
た
。

委
員
に
対
し
て
手
話
通
訳
い
た

だ
く
方
と
我
々
委
員
の
言
葉
を

聴
覚
障
害
の
方
々
に
手
話
で
通

訳
す
る
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。  

請
願
理
由　
　
　
　
　
　
　
  

手
話
は
言
語

　

手
話
と
は
、
日
本
語
を
手
や

指
、
体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表

情
を
使
う
独
自
の 
語  
彙 
や
文
法

ご 

い

体
系
を
持
つ
言
語
で
あ
る
。
手

話
は
ろ
う
者
の
方
々
に
と
っ
て

大
切
な
情
報
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
。

手
話
を
使
う
こ
と
で
差
別

　

し
か
し
な
が
ら
、
ろ
う
学
校

で
は
手
話
は
禁
止
さ
れ
、
社
会

で
は
手
話
を
使
う
こ
と
で
差
別

さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。

障
害
者
権
利
条
約
に
明
記

　

２
０
０
６
年　

月
に
採
択
さ

１２

れ
た
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約

に
は
「
手
話
は
言
語
」
で
あ
る

と
明
記
さ
れ
た
。
聞
こ
え
な
い

子
ど
も
が
手
話
を
身
に
付
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が

使
え
、
さ
ら
に
は
手
話
を
言
語

と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と

が
で
き
る
法
整
備
を
国
と
し
て

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。  

主
な
質
疑　
　
　
　
　
　
　
  

問　
法
律
が
制
定
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
事
業
で
手
話
が
使
わ
れ
る

と
し
た
ら
、
教
え
る
先
生
は
確

保
で
き
る
の
か
。

請
願
者　
ま
だ
、
手
話
を
使
え

る
先
生
が
少
な
い
。
手
話
を
使

え
る
人
材
を
増
や
し
た
い
。

問　
議
会
で
も
手
話
通
訳
が
広

が
る
よ
う
努
力
す
る
。
議
会
に

い
っ
そ
う
強
め
て
ほ
し
い
こ
と

は
何
か
。

請
願
者　
阪
神
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
災
害
時
に
聴

覚
障
害
者
へ
の
情
報
が
な
か
っ

た
。
災
害
が
起
き
て
も
知
ら
な

い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
る
。
手

話
を
広
げ
て
理
解
を
深
め
障
害

者
の
人
権
を
守
り
た
い
。

 
討　
　

論　
　
　
　
　
　
　
 

賛
成
討
論

　

災
害
時
や
緊
急
時
に
聴
覚
障

害
者
の
方
々
の
命
を
守
る
た
め

に
も
手
話
言
語
法
の
制
定
が
求

め
ら
れ
る
。
皆
さ
ん
の
今
日
ま

で
の
努
力
が
実
る
よ
う
議
会
と

し
て
も
請
願
を
採
択
し
た
い
。

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

福
知
山
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
「
ｅ
‐
ふ
く

ち
や
ま
」に
つ
い
て

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」事
業
の
あ
り
方

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」事
業
の
あ
り
方

指
定
管
理
施
設「
三
和
荘
」の
運
営
に
つ
い
て
協
議
検
討

指
定
管
理
施
設「
三
和
荘
」の
運
営
に
つ
い
て
協
議
検
討

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
」を
審
査

提
出
を
求
め
る
請
願
」を
審
査

告

委
員
会
活
動
報

三
和
荘
の
事
業
報
告
及
び

財
務
の
状
況
に
つ
い
て

厳しい経営が続く三和荘

議
会
の
歴
史
上
初
め
て

手
話
で
請
願
理
由
を
説
明

手話通訳で請願審査



17

活
動
日　

７
月　

日
２９

貯
水
量
／
２
４
０
０
３
ｍ
（
縦

　

・
９
ｍ
×
横　

・
５
ｍ
×
高

１７

３５

さ
５
・
８
ｍ
）

工
期
／
平
成　

年
２
月　

日
〜

２６

２６

　

年
２
月　

日

２７

２７

下
水
道
事
業
に
お
け
る
浸
水

対
策
事
業
の
経
過

【
完　

了
】

①
和
久
市
第
１
ポ
ン
プ
場
整
備

②
雨
水
貯
留
施
設
／
中
部
排
水

区
と
厚
中
地
区
に
各
３
カ
所
設

置

【
施
工
中
】

①
土
師
地
区
／
雨
水
貯
留
施
設

４
カ
所
と
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
設

置（
平
成　

年
〜　

年
度
）

２５

３４

②
堀
地
区
／
雨
水
貯
留
施
設
３

カ
所
と
バ
イ
パ
ス
水
路
の
設
置

（
平
成　

年
〜　

年
度
）な
ど

２５

３４

タ
ン
ク
容
量
／
３
８
０
０

ポ
ン
プ
口
径
／　

㎜
６５

全
揚
程
／　

ｍ
（
４
階
建
て
ビ

２５

ル
で
高
さ　

ｍ
程
度
）

１５

▼
簡
易
水
道
事
業

・
牧
川
筋
簡
易
水
道
上
水
道
統

合
整
備
事
業【
完
了
】

・
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

【
施
工
中
】

・
簡
易
水
道
上
水
道
経
営
統
合

準
備
事
業【
実
施
中
】

▼
上
水
道
事
業

・
老
朽
管
更
新
事
業（
第
２
、第

３
水
源
導
入
管
更
新
）【
完
了
】

・
堀
浄
水
場
緩
速
ろ
過
更
新
工

事【
施
工
中
】

・
新
高
畑
橋
水
管
橋
梁
架
工
事

【
着
手
予
定
】

▼
公
共
下
水
道
事
業

・
長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
施
設

の
改
築
更
新【
施
工
中
】

・
合
流
改
善
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
の
公
営
企
業
化【
完
了
】

▼
農
業
集
落
排
水
事
業

・
施
設
の
最
適
化
構
想
計
画
策

定【
施
工
中
】

・
施
設
統
合【
着
手
予
定
】

　

雨
水
貯
留
施
設
築
造
工
事
を

視
察
し
て
、
現
状
を
把
握
す
る

と
と
も
に
意
見
交
換
を
し
て
今

後
の
委
員
会
活
動
に
大
き
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動
日　

５
月　

日
１９

　

条
例
施
行
か
ら
半
年
、
申
請

状
況
や
指
導
事
例
、
課
題
点
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

現
在
ま
で
、
事
前
問
い
合
わ

せ
が
約　

件
、
届
出
件
数
が
８

３０

件
、
指
導
事
例
は
な
い
。

　

課
題
と
し
て
、
景
観
計
画
の

市
民
へ
の
認
知
と
意
識
の
醸
成
、

届
け
出
提
出
の
浸
透
、
助
成
制

度
の
創
設
が
あ
げ
ら
れ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
放
課
後

２６

児
童
ク
ラ
ブ
の
所
管
が
福
祉
保

健
部
か
ら
教
育
委
員
会
に
変
わ

っ
た
こ
と
を
受
け
、
運
営
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

ク
ラ
ブ
数
は
現
在
、
市
内
で

　

ク
ラ
ブ
。
登
録
児
童
は
、
現

１９在
約
１
１
０
０
人
で
あ
り
、
さ

ら
に
平
成　

年
３
月
ま
で
に
小

２８

学
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、

受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
の
施
設

整
備
と
指
導
員
の
人
員
確
保
や

資
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

活
動
日　

８
月
６
日

　

両
館
の
開
館
後
の
利
用
状
況

と
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
現
場

視
察
と
あ
わ
せ
て
説
明
を
受
け

た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
４
月
か

ら
７
月
ま
で
の
利
用
人
数
は
３

万
４
０
０
０
人
を
超
え
、
駅
近

接
立
地
の
利
点
が
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
映

写
位
置
に
つ
い
て
高
す
ぎ
る
と

指
摘
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
改

善
に
向
け
て
調
整
し
て
い
る
。

　

図
書
館
で
は
、
一
カ
月
あ
た

り
約
２
万
９
０
０
０
人
の
利
用

が
あ
り
、
一
日
あ
た
り
１
０
０

０
人
を
超
え
る
来
館
者
数
と
な

っ
て
い
る
。
貸
し
出
し
冊
数
は

以
前
と
比
べ
２
倍
、
新
規
登
録

者
数
は
一
日
平
均
４
・　

人
か

６４

ら　

人
と
大
き
く
伸
び
た
。
自

４２
動
書
庫
の
稼
働
も
順
調
な
す
べ

り
出
し
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

活
動
日　

８
月　

日
１１

　

惇
明
小
学
校
と
成
仁
小
学
校

の
夏
休
み
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

視
察
を
行
っ
た
。
現
場
か
ら
は
、

恒
常
的
に
指
導
員
が
不
足
し
て

お
り
、
よ
り
専
門
性
を
備
え
た

指
導
員
確
保
が
必
要
と
の
課
題

点
を
聞
い
た
。

経
済
委
員
会

経
済
委
員
会

経
済
委
員
会

文
教
建
設
委
員
会

文
教
建
設
委
員
会

文
教
建
設
委
員
会

上
下
水
道
部
所
管
事
業
の
視
察
研
修

上
下
水
道
部
所
管
事
業
の
視
察
研
修

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
視
察
な
ど

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
視
察
な
ど

雨水貯留施設工事（堀高田公園）

福
知
山
市
景
観
条
例
の

施
行
状
況

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
運
営

（
中
央
公
民
館
・
図
書
館
）

惇
明
・
成
仁
児
童
ク
ラ
ブ

視
察

浸
水
対
策
事
業
の
視
察

雨
水
貯
留
施
設
築
造
工
事

災
害
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

加
圧
式
給
水
車（
４
ｔ
）を

平
成　

年
４
月
に
配
備

２６

現
状
報
告

加圧式給水車（上下水道部庁舎前）加圧式給水車（上下水道部庁舎前）

成仁小学校の放課後児童クラブ成仁小学校の放課後児童クラブ
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視
察
日　

８
月
７
日

　

日
本
経
済
新
聞
社
が
実
施
し

た
全
国
市
区
議
会
の
議
会
改
革

度
調
査
に
お
い
て
、
全
国
１
位

と
な
っ
た
四
日
市
市
議
会
を
訪

問
し
、
議
会
改
革
に
関
す
る
研

修
を
行
っ
た
。

　

四
日
市
市
議
会
で
は
、
議
員

政
策
研
究
会
を
設
置
し
、
議
会

改
革
の
推
進
や
政
策
提
案
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

主
な
議
会
改
革
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
通
年
議
会
」
を
導
入

し
議
会
の
会
期
を
１
年
間
に
す

る
こ
と
で
、
議
会
を
開
催
し
や

す
く
し
、
議
会
活
動
の
活
性
化

を
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議

会
の
運
営
な
ど
に
関
し
、
市
民

か
ら
の
要
望
や
提
言
な
ど
を
広

く
聴
取
す
る
た
め
に
「
市
議
会

モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
他
、
議
会
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
議
会
事
務
局
の
機
能

強
化
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

視
察
日　

８
月
８
日

　

可
児
市
は
、
福
知
山
城
主
で

あ
っ
た
明
智
光
秀
の
生
誕
の
地

と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
は
ゆ

か
り
の
あ
る
地
で
あ
る
。

　

可
児
市
議
会
で
は
、
議
員
間

の
自
由
討
議
を
積
極
的
に
実
施

し
、
行
政
課
題
に
対
す
る
提
案

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
化
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
議
員

間
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
に

活
用
し
、
膨
大
な
議
案
資
料
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

  
そ
の
他
に
は
、
予
算
決
算
の

審
査
方
法
に
つ
い
て
も
充
実
し

た
内
容
で
、
市
の
予
算
立
案
や

執
行
に
対
し
て
議
会
の
意
思
を

反
映
さ
せ
る
し
く
み
構
築
さ
れ

て
い
る
。

　

議
員
間
の
自
由
討
議
や
議
会

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
予
算
決
算
の
審

査
方
法
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

本
市
議
会
で
も
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
議
会

改
革
検
討
会
議
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

両
市
議
会
で
の
研
修
成
果
は
、

今
後
の
本
市
議
会
の
議
会
運
営

や
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
の
た
め
に
つ
な
げ
た
い
。　

経
済
委
員
会

議
会
改
革
検
討
会
議

議
会
改
革
検
討
会
議

議
会
改
革
の
先
進
市
議
会
を
視
察

議
会
改
革
の
先
進
市
議
会
を
視
察

議
会
改
革
度
全
国
１
位

三
重
県
四
日
市
市
議
会

を
視
察

岐
阜
県
可
児
市
議
会
を
視
察

﹇
８
月
﹈

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
幹
事
会

４
日　

鹿
児
島
県
霧
島
市
議
会
行

政
視
察

５
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第　

回
近
畿
部
会

１２

総
会

　
　
　

栃
木
県
佐
野
市
議
会
行
政

視
察

６
日　

文
教
建
設
委
員
会

　
　
　

山
形
県
米
沢
市
議
会
行
政

視
察

７
〜
８
日　

議
会
改
革
検
討
会
議

行
政
視
察

　

日　

文
教
建
設
委
員
会

１１
　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

１２
　

日　

各
派
幹
事
会

１７
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２５
　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

　

日　

各
派
幹
事
会

２９﹇
９
月
﹈

１
日　

９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

全
議
員
協
議
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
幹
事
会

８
日　

議
会
改
革
検
討
会
議

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議

１０
　
　
　

各
常
任
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議

１１
　
　
　

各
派
幹
事
会

　

日　

由
良
川
改
修
促
進
特
別
委

１２

員
会

　

日　

各
常
任
委
員
会

１６
　

日　

各
派
幹
事
会

１７
　

日　

各
派
幹
事
会

１９
　

日　

各
派
幹
事
会

２２
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議

２４
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
議
員
協
議
会

　
　
　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

２５
　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

２９
　
　
　

各
派
幹
事
会

　

日　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

３０

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

﹇　

月
﹈

１０
６
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会

７
日　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

　

日　

広
報
広
聴
委
員
会

１０
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議

１４
　
　
　

全
議
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

１５
　
　
　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

　

日　

広
報
広
聴
委
員
会

２０
　
　
　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

　
　
　

京
都
府
議
会
・
市
町
村
議

会
正
副
議
長
合
同
研
修
会

　

日　

福
岡
県
小
郡
市
議
会
行
政

２１

視
察

　

〜　

日

２１

２３

　
　
　

総
務
委
員
会
行
政
視
察

　

〜　

日

２２

２４

　
　
　

経
済
委
員
会
行
政
視
察

　

日　

京
都
府
長
岡
京
市
議
会
行

２３

政
視
察

　

日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
第
２

２４

回
理
事
会

　

日　

委
員
長
会
議

２７
　

日　

福
知
山
市
に
お
け
る
４
年

２８

制
大
学
の
あ
り
方
調
査
研

究
委
員
会

　

日　

第
２
回
京
都
府
市
議
会
議

２９

長
会

　

日　

全
議
員
協
議
会

３０
　
　
　

議
会
改
革
検
討
会
議

　
　
　

北
海
道
西
胆
消
防
組
合
議

会
行
政
視
察

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

３１
　
　
　

総
務
委
員
会

8
月
〜
１０
月
 

議
会
日
誌

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

本本本本本本本本本本本議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会ををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴しししししししししししままままままままままませせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかか

　本会議は、市役所本庁舎６階の受
付で、所定の用紙に氏名を記入し、
傍聴席（定員６０人）において傍聴で
きます。
　なお、団体で傍聴を希望される場
合は、事前に市議会事務局までご連
絡ください。
　福知山市役所来庁者駐車場を利用
される方は、９０分を越えると無料駐
車券を発行しますので、市議会事務
局まで申し出てください。
■市議会事務局　℡２４-７０３１

１２月定例会の予定（２４日間）
１２月１日（月）本会議（提案理由説明）
　　１０日（水）本会議（質疑、一般質問）
　　１１日（木）本会議（一般質問）
　　１２日（金）本会議（一般質問）
　　１５日（月）常任委員会
　　１６日（火）常任委員会
　　２２日（月）本会議（採決）
　　２４日（水）会期
※この議会予定は、今後変更になる場合が
あります。また、このほかに、全議員協議
会などの会議を随時開催します。

四日市市議会での研修四日市市議会での研修

可児市議会での研修可児市議会での研修
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議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

平
成　

年
４
月
か
ら
議
会
基

２５

本
条
例
を
施
行
し
、
開
か
れ
た

議
会
と
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

【
議
会
基
本
条
例
の
柱
】

・
情
報
公
開
の
推
進

・
市
民
参
加
の
推
進

・
議
員
間
自
由
討
議
の
推
進

議
会
改
革
検
討
会
議
の
設
置

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

議
会
運
営
や
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

議
会
改
革
検
討
会
議
を
設
置
し
、

議
会
改
革
に
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

会
議
の
原
則
公
開

　

議
会
基
本
条
例
の
施
行
に
伴

い
、
情
報
公
開
と
市
民
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
会
議
（
委
員

会
な
ど
）
の
傍
聴
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
許
可
制
か
ら
原
則

公
開
に
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
の
開
催

　

議
員
が
地
域
に
出
向
き
、
定

例
会
な
ど
の
審
議
内
容
の
報
告

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

地
域
の
課
題
や
議
会
に
対
す
る

要
望
を
議
会
活
動
に
生
か
し
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら　

２３

２１

会
場
で
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
内
容
を
充
実
し
、
市
民
参
加

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

傍
聴
者
資
料
の
充
実

　

本
会
議
や
委
員
会
な
ど
を
傍

聴
さ
れ
る
方
に
、
議
案
書
、
審

査
資
料
、
予
算
の
主
要
事
項
説

明
書
な
ど
の
閲
覧
資
料
を
充
実

さ
せ
、
審
議
の
内
容
が
分
か
り

や
す
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

政
務
活
動
費
の
使
途
、
収
支
の

公
開

　

議
員
の
政
策
に
関
す
る
調
査

研
究
な
ど
の
経
費
と
し
て
交
付

さ
れ
る
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

使
途
や
収
支
状
況
を
市
民
の
方

に
公
開
す
る
た
め
、
市
庁
舎
１

階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
収

支
報
告
書
、
研
修
報
告
書
な
ど

を
常
備
し
、
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
議
案
賛
否
の
公
開

　

議
員
の
議
案
に
対
す
る
賛

成
・
反
対
に
つ
い
て
、
議
会
だ

よ
り
に
各
議
員
の
賛
否
状
況
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
役
職
の
所
信
表
明
会

　

議
長
、
副
議
長
、
監
査
委
員

お
よ
び
各
委
員
会
正
副
委
員
長

を
志
す
議
員
が
、
所
信
を
表
明

す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
所

信
表
明
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、

議
会
役
職
の
選
出
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
情
報
公
開

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

議
長
記
者
会
見
の
実
施

　

議
会
に
お
け
る
重
要
な
決
定

事
項
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ

て
議
長
が
記
者
会
見
を
行
い
、

議
会
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い

ま
す
。

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

と
請
願
審
査
の
ラ
イ
ブ
中
継　

　

平
成　

年
度
か
ら
市
の
予
算
・

２５

決
算
の
審
査
状
況
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
ラ
イ
ブ
中
継
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
団

体
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
る
請
願

の
審
査
も
ラ
イ
ブ
中
継
し
、
請

願
内
容
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

災
害
な
ど
発
生
時
の
議
会
対
応

　

平
成　

年
８
月
の
花
火
大
会

２５

露
店
爆
発
事
故
、
同
年
９
月
の

台
風　

号
災
害
を
受
け
て
、
災

１８

害
な
ど
の
発
生
時
に
お
け
る
議

会
の
対
応
要
領
を
作
成
し
ま
し

た
。
被
災
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
必
要
な
段
階
で
会
議
な
ど

を
招
集
し
、
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
議
会
の
対
応
を
協
議
し

ま
す
。

議
員
間
自
由
討
議
の
推
進

　

議
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
議
員
が
政
策
に
対

し
て
賛
成
、
反
対
の
意
思
表
明

を
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
議

員
間
の
自
由
討
議
を
活
発
に
行

い
、
議
論
の
一
致
点
や
対
立
す

る
論
点
を
明
確
に
し
、
市
民
に

発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
議
会
で
も
、
試
行
的
に
自

由
討
議
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
は
実
施
要
領
を
作
成
し
、
積

極
的
に
実
施
し
公
開
す
る
予
定

で
す
。

そ
の
他

　

一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式

の
充
実
や
市
民
の
多
様
な
要
望

に
対
応
す
る
活
動
拠
点
と
し
て
、

議
員
会
派
室
の
活
用
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（平成２３年度以降の議会改革の主な内容） 

所信表明会（平成２５年５月）

議長記者会見（平成２６年６月）

議会報告会の様子
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８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
は

福
知
山
市
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一

日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
や
近
隣
の
自
治
体
の

皆
さ
ま
に
大
き
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
で
下
を
向
く
の
で
は

な
く
し
っ
か
り
と
前
を
向
い

て
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
も
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
市
民
の
皆
さ
ん
の

力
に
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
治
水
・
防
災
対
策
を
万

全
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

福
知
山
市
が
抱
え
る
課
題

は
多
く
、
議
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
（
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.101

結
成
１０
年
目
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
昭
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」
を
訪
問
　
多
岐
に
わ
た
る
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す 

議員訪問インタビュー 
■今回の訪問議員：稲垣 司郎議員・谷垣 和夫議員 

No.13

　

今
回
は
、
今
年
４
月
に
結

成　

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
Ｎ

１０
Ｐ
Ｏ
法
人
昭
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
さ
ん
（
大
志
万
武

久
理
事
長
）
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
　

年
前
、
地
域
の
た
め
に

１０
何
か
で
き
る
こ
と
を
と
、
当

時
の
福
祉
推
進
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
」
の
合
い

言
葉
の
も
と
、
ま
ず
由
良
川

河
川
敷
の
ゴ
ミ
撤
去
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

１８

法
人
の
認
証
を
取
得
さ
れ
活

動
を
活
発
化
し
、
弘
法
川
の

堤
防
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
植
樹

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
地
元
の
児

童
生
徒
も
参
加
し
て
、
弘
法

川
を
ほ
た
る
が
乱
舞
す
る
川

へ
と
、
ほ
た
る
の
幼
虫
と
、

エ
サ
で
あ
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
放

流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
た
る
祭
り
も
恒
例
の
行

事
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

も
大
人
も
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
平
成　

年
、
福
知
山

１８

市
民
病
院
が
新
し
く
な
っ
て

以
来
、
外
来
で
の
案
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
月
・
水
・
金
曜
日
）

を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
発
足

当
初
か
ら
続
い
て
い
る
児
童

の
下
校
時
の
見
守
り
活
動

（
火
曜
日
と
木
曜
日
）も
地
域

の
安
全
の
た
め
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

定
期
的
に
開
か
れ
る
理
事

会
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と

飛
び
出
し
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約　

名
、

５０

会
員
相
互
の
親
睦
会
も
恒
例

行
事
で
す
。

　

最
後
に
設
立
時
か
ら
事
務

局
長
を
さ
れ
て
い
る
田
倉
稔

雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す

と
「
設
立
か
ら　

年
経
過
し

１０

て
会
員
も
高
齢
化
し
ま
し
た
。

一
緒
に
地
域
の
た
め
に
活
動

し
て
く
れ
る
人
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人

に
、
取
材
先
を
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。

オレンジのエプロンが目じるしです

背中向きが大志万理事長、その隣が田倉事務局長

平成１６年２３号台風のガレキ撤去


